
公共施設のコスト計算書

【施設】 鉄骨造・３階　敷地面積４，８７２㎡、延床面積３，１０６㎡

研究室（レンタル・ラボ）、共同機器室、バイオ関連共同実験室

【職員の状況】

指定管理者職員　２名（ネクスト香川兼務）

●県債残高(R4.3.31現在）

【行政コスト】 令和 3 年度 (千円） 千円

（研究室入居グループ数）

(共同機器室等利用企業・グループ数）

●コスト指標

【収入項目】 (利用１企業・グループ当たりのコスト）

●コスト縮減、利用向上に向けた取組み状況

小計 76,198

△ 188

6,362

県単独負担額　①－② 77,730

0.4%

99.6%

275

0.1%

1,770

100.0%

1,807

使用料・手数料

国庫支出金

その他

その他の
コスト

その他

行政コスト合計　①

公債費（利子のみ）

小計

計　②

2.3%

0.4%

37

69,836

2.4%

275

78,005

物件費

物にかか
るコスト

34,790

7,757

33,651

34,790

9.9%

44.6%減価償却費

小計

退職給与引当金繰入等

27,315維持補修費 43.1%

その他

97.6%

使用料

研究室使用料 0～3,130円／㎡

20～350円／時間

共同機器室機器使用料

当該年度項目 構成比

人にかか
るコスト

施設名 香川県科学技術研究センター（ＦＲＯＭ香川）

所在地 高松市林町2217－16 供用開始年度 平成12年度

整備事業費 施設の概要

333,763

680～4,400円／時間

一般財源

設置目的 産学官の連携による科学技術に関する研究開発を促進することによりその成果を活用した新規産業の創出及び地域産業の技術の高度化を図る。

2,425,723千円

施設運営方法

2,262,000千円

163,723千円

増減前年度

人件費

香川県科学技術研究センター条例

全部委託：指定管理者（（公財）かがわ産業支援財団）

利用料金

バイオ関連共同実験室機器使用料

県債

施設の種類 産業支援施設 施設設置根拠

70,974 6,756

12グループ

7,731 26

6,336

Ｒ２

1,958

37

1,995

Ｒ２

R元

●利用の状況

R元

△ 188

　施設の利用者に対し、こまめに節水・節電などの呼びかけを行うことにより経費の節減に努めた。
　企業や大学等の研究開発を支援するためバイオ関連の研究機器等を安価な使用料で開放しており、指定管理者の
ホームページ等でその利用を呼びかけるとともに、機器の講習会を開催するなど利用の促進に努めた。

12グループ

Ｒ３ 12グループ

71,831

△ 582

Ｒ３

R元 延べ7

Ｒ２ 延べ72

延べ73Ｒ３

6,174

△ 582

857

855,131円

3,918,263円857

917,706円

行政コスト計算書

0 1,000,000 2,000,000 3,000,000 4,000,000

令和元年度

令和２年度

令和３年度

使用料 1,947円 県負担額 3,916,316円

行政コスト 3,918,263円

利用１企業・グループ当たりのコスト負担の状況

ネクスト香川に一括計上

使用料 10,202円 県負担額 844,929円

行政コスト 855,131円

使用料 3,235円 県負担額 914,471円

行政コスト 917,706円


